








要約:神経芽細胞腫マス・スクリーニングに EIA法が導入できるかどうかを検討するために,

乾燥濾紙尿(東洋濾紙No.327)を溶出後,EIA法により,VMA,HVAを定量し,HPLCの測定結果と

比較した。EIA 法による HVA 測定の約 8%が,HPLC による測定では正常であったが,高値を示

した。この高値を示すものを除いて,EIA 法と HPLC 測定間の濃度(μg/mlとクレアチニン換

算値(μg/㎎・creat)はともに良い相関を示した。EIA 法による HVA 高値の原因について詳

細な検討が必要である。 


